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関
敬
吾
の
伝
記
的
な
事
柄
に
つ
い
て
は
、
高
木
史
人
の
「
関
敬
吾
博
士

と
民
間
説
話
研
究
」
が
詳
し
い
が（

１
）、こ

れ
に
よ
る
と
関
は
一
八
九
九
年
（
明

治
三
二
）
に
長
崎
県
南
高
来
郡
小
浜
村
に
生
ま
れ
た
。
生
家
は
、
イ
ワ
シ

漁
の
網
元
で
あ
る
と
同
時
に
父
親
は
小
浜
村
の
収
入
役
も
勤
め
て
い
た
。

そ
の
関
係
で
、
関
は
高
等
小
学
校
卒
業
後
に
長
崎
水
産
講
習
所
に
進
ん
だ
。

し
か
し
、
哲
学
を
学
び
た
い
と
い
う
希
望
を
抑
え
が
た
く
、
一
九
二
一
年

（
大
正
十
）
に
東
洋
大
学
に
入
学
し
て
ド
イ
ツ
哲
学
を
専
攻
し
、
こ
こ
で

ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
大
学
卒
業
後
、
東
京
帝
国
大
学
図
書
館

に
就
職
す
る
が
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に
柳
田
国
男
の
『
桃
太
郎
の

誕
生
』
を
読
ん
で
、
昔
話
や
民
俗
学
に
対
す
る
関
心
を
一
気
に
深
め
る
。

一
九
三
四
年（
昭
和
九
）に
は
山
村
民
俗
調
査
に
参
加
し
、一
九
三
五
年（
昭

和
十
）
に
は
故
郷
の
小
浜
村
の
昔
話
を
『
島
原
半
島
昔
話
集
』
と
し
て
発

行
し
て
、
昔
話
研
究
者
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後

は
、
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）
に
亡
く
な
る
直
前
ま
で
、
精
力
的
な
活

動
を
続
け
た（

２
）。

　

口
承
文
芸
に
関
す
る
主
な
著
作
を
あ
げ
る
と
、
ク
ロ
ー
ン
著
『
昔
話
方

法
論
』の
翻
訳（
岩
波
書
店
、一
九
三
六
年
）、『
日
本
昔
話
集
成
』全
六
巻（
角

川
書
店
、
一
九
五
〇
～
一
九
五
八
年
）、「
民
話
」（『
日
本
民
俗
学
大
系
』

一
〇
巻
、
平
凡
社
、
一
九
五
九
年
）、
ア
ー
ル
ネ
著
『
昔
話
の
比
較
研
究
』

の
翻
訳
（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
六
九
年
）、『
日
本
の
昔
話

－

比
較
研
究
序

説

－

』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
七
年
）、『
日
本
昔
話
大
成
』
全

十
二
巻
（
野
村
純
一
・
大
島
廣
志
と
の
共
著
、
角
川
書
店
、
一
九
七
八
～

一
九
八
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　

日
本
の
昔
話
を
中
心
と
す
る
口
承
文
芸
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
来
た
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
『
日
本
昔
話
集
成
』
は
、
通
常
の
話
型
目
録
と
は
異
な
り
、
代
表
例
は

原
話
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
、
類
話
も
伝
承
地
だ
け
で
な
く
あ
ら
す
じ
を
記

載
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
も
と
の
資
料
に
出
来
る
だ
け
手
を
加
え
な
い

よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
資
料
集
で
あ
る
。「〈
声
〉
の
採
集
者
列
伝
」
と

い
う
今
回
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
表
現
す
れ
ば
、
関
は
「〈
声
〉
の
集
成
者
」

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
書
に
よ
っ
て
、
日
本
の
昔
話
の
精
緻
な
概
観
を
得

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
功
績
は
た
い
へ
ん
大
き
な

日
本
に
お
け
る
国
際
比
較

―
関
敬
吾
の
企
て
―

大 

嶋
　
善 

孝

〈声〉の採集者列伝
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も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
、
関
の
業
績
の
一
つ
と
し
て
、
昔
話
の
国
際
比
較
の
必
要
性

を
主
張
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
関
の
著
作
を

読
む
と
、
国
際
比
較
の
先
行
研
究
の
紹
介
は
し
て
い
る
も
の
の
、
な
ぜ
国

際
比
較
が
必
要
な
の
か
、
国
際
比
較
に
は
ど
ん
な
意
義
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
点
に
は
触
れ
て
い
な
い
と
の
印
象
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
点
は
、
一
国
民
俗
学
を
主
張
し
た
柳
田
国
男
に
対
す
る
遠
慮
と
い
う

点
か
ら
あ
る
程
度
は
説
明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
柳
田
の
死
後
約

十
五
年
後
に
発
行
さ
れ
た
『
日
本
の
昔
話

－

比
較
研
究
序
説

－
』
に
お
い

て
も
、
同
様
な
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
こ
う
し
た
点
を
問
題
に
す
る
か
と
い
う
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本

で
は
国
際
比
較
の
持
つ
意
義
が
大
き
く
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

問
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

現
在
、
日
本
イ
コ
ー
ル
単
一
民
族
国
家
と
い
う
言
い
方
は
禁
句
と
な
っ

た
感
が
あ
る
。
確
か
に
、
日
本
と
い
う
国
家
に
は
ア
イ
ヌ
も
い
れ
ば
在
日

韓
国
・
朝
鮮
人
や
在
日
中
国
人
も
い
る
し
、
最
近
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
も
多
い

の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
当
然
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
単
一
民
族
国
家
と
複
合
民
族
国
家
と
い
う
概
念
を
二
者
択
一

的
な
も
の
と
捉
え
な
い
で
、
相
対
的
な
概
念
と
捉
え
れ
ば
、
日
本
イ
コ
ー

ル
単
一
民
族
国
家
は
完
全
な
誤
り
と
は
言
え
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
分
り
や

す
い
例
を
あ
げ
れ
ば
、
ス
イ
ス
で
は
、
ド
イ
ツ
語
を
母
語
と
す
る
人
た
ち

が
人
口
の
約
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
母
語
と
す
る
人
た
ち

が
約
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
イ
タ
リ
ア
語
を
母
語
と
す
る
人
た
ち
が
四

パ
ー
セ
ン
ト
を
、
レ
ト
・
ロ
マ
ン
語
を
母
語
と
す
る
人
た
ち
が
一
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
言
語
が
憲
法
で
国
語
と
し
て
規
定
さ
れ

て
い
る
と
い
う（

３
）。

一
方
、
現
在
の
日
本
は
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人

た
ち
の
割
合
は
わ
ず
か
で
あ
る
し
、
公
用
語
は
日
本
語
し
か
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。
ど
ち
ら
が
よ
り
複
合
民
族
国
家
的
か
と
い
う
視
点
で
両
国
を
比

べ
れ
ば
、
ス
イ
ス
の
方
が
よ
り
複
合
民
族
国
家
的
で
あ
り
、
日
本
の
方
が

よ
り
単
一
民
族
国
家
的
（
よ
り
複
合
民
族
国
家
的
で
な
い
）
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

　

き
わ
め
て
お
お
ざ
っ
ぱ
な
捉
え
方
を
す
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
家

の
多
く
は
日
本
よ
り
複
合
民
族
国
家
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え

ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
一
部
の
地
域
で
は
ス
ペ
イ
ン
語
の
ほ
か
に
バ
ス
ク
語
が

公
用
語
と
し
て
認
め
ら
れ（

４
）、

ベ
ル
ギ
ー
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
話
す
フ
ラ
ン

デ
レ
ン
人
と
い
う
民
族
集
団
と
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す
ワ
ロ
ン
人
と
い
う
民

族
集
団
が
あ
り
、
両
者
は
言
語
戦
争
を
繰
り
広
げ
て
来
た（

５
）。

歴
史
地
理
学

派
の
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
言
語
法

と
い
う
法
律
が
あ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
フ
ィ
ン
語
を
話
す
人
た
ち
と
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
語
を
話
す
人
た
ち
が
並
存
し
て
お
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
言
語

法
で
は
、
地
方
自
治
体
で
は
い
ず
れ
か
を
母
語
と
す
る
少
数
派
が
八
パ
ー

セ
ン
ト
ま
た
は
三
千
人
以
上
の
場
合
は
二
言
語
制
地
域
と
さ
れ
、
住
民
は

原
則
と
し
て
何
れ
の
言
語
で
も
教
育
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
る
と
い
う（

６
）。

現
在
は
、
い
く
つ
か
の
国
家
に
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
が
、

言
語
に
注
目
す
れ
ば
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
は
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
語
を
話
す

人
た
ち
、
ク
ロ
ア
チ
ア
語
を
話
す
人
た
ち
、
セ
ル
ビ
ア
語
を
話
す
人
た
ち
、
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マ
ケ
ド
ニ
ア
語
を
話
す
人
た
ち
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
話
す
人
た
ち
、
ア
ル

バ
ニ
ア
語
を
話
す
人
た
ち
が
共
存
し
て
い
た
の
で
あ
る（

７
）。

　

ま
た
、
逆
に
あ
る
言
語
を
母
語
と
す
る
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
複
数
の

国
家
に
ま
た
が
っ
て
生
活
し
て
い
る
か
と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
日
本
語

を
母
語
と
す
る
人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
国
内
に
生
活
し
て
お
り
、
た

と
え
ば
日
系
移
民
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
留
学
生
と
い
う
形
で
他
の
国
家
で

生
活
す
る
者
は
い
る
が
、
そ
の
数
は
少
な
く
、
分
散
し
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
語
を
母
語
と
す
る
人
た
ち
は
、
現
在
の
ド
イ

ツ
連
邦
共
和
国
に
約
七
二
〇
〇
万
人
が
住
む
ほ
か
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

約
八
〇
〇
万
人
、
ス
イ
ス
に
約
四
〇
〇
万
人
が
生
活
し
て
お
り
、
し
か
も

そ
の
居
住
地
は
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
領
土
と
地
続
き
な
の
で
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
複
数
の
民
族
が
一
つ
の
国
家
の
中
に
共
存
し
た
り
、

逆
に
一
つ
の
民
族
が
複
数
の
国
に
ま
た
が
っ
て
生
活
す
る
程
度
が
、
日
本

よ
り
ず
っ
と
大
き
く
、
国
際
比
較
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
る
の
は
、
む
し

ろ
必
然
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
は
、
現
在
の
視
点
か
ら
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
比
較
し
た
も
の
だ

が
、
ど
の
程
度
複
合
民
族
国
家
的
か
ど
う
か
は
、
歴
史
的
な
立
場
か
ら
も

考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
民
族
の
成
立
に
つ
い
て
、
岡
正
雄
は
、
①
父
長
権
的
ウ
ジ
氏
族
的

支
配
者
文
化
、
②
男
性
的
・
年
齢
階
梯
制
的
稲
作

－

漁
撈
民
文
化
、
③
父

系
的
ハ
ラ
氏
族
的
畑
作

－

狩
猟
民
文
化
、
④
母
系
的
稲
作

－

狩
猟
民
文
化
、

⑤
母
系
的
・
秘
密
結
社
的
芋
栽
培

－

狩
猟
民
文
化
の
五
つ
の
種
族
文
化
の

複
合
で
あ
り
、
①
は
ア
ル
タ
イ
系
の
、
②
は
ア
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ネ
シ
ア
系
の
、

③
は
ツ
ン
グ
ー
ス
系
の
、
④
は
ア
ウ
ス
ト
ロ
ア
ジ
ア
系
の
言
語
を
使
っ
て

い
た
か
、
も
し
く
は
関
係
が
深
く
、
⑤
は
④
と
関
係
が
深
い
と
主
張
し
て

い
る（

８
）。

ま
た
、
江
上
波
夫
は
大
陸
系
騎
馬
民
族
が
日
本
に
侵
入
し
て
征
服

王
朝
を
作
っ
た
と
主
張
し
た（

９
）。

こ
れ
ら
の
意
見
は
、
た
い
へ
ん
斬
新
で
魅

力
的
な
説
だ
が
、
こ
う
し
た
種
族
文
化
が
ど
の
よ
う
な
道
筋
を
た
ど
っ
て

現
在
の
日
本
民
族
を
形
成
し
た
の
か
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

を
も
っ
て
、
日
本
が
ど
の
程
度
複
合
民
族
国
家
的
か
を
判
断
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
ろ
う
。
よ
う
す
る
に
、
あ
ま
り
に
遠
い
過
去
の
こ
と
な
の
で
、

検
証
が
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
も
、
古
代
に
お
い
て
主
に
朝
鮮
か
ら
多
く
の
渡
来
人
が
日
本
に

渡
っ
て
来
た
。
ま
た
、
中
世
に
は
倭
寇
と
い
う
形
で
、
日
本
や
朝
鮮
や
中

国
の
漁
民
な
ど
が
九
州
北
部
や
対
馬
や
壱
岐
、
あ
る
い
は
朝
鮮
南
部
や
済

州
島
、
さ
ら
に
は
中
国
江
南
地
方
を
含
む
海
域
で
盛
ん
に
活
動
し
て
お
り
、

た
と
え
ば
、
十
五
世
紀
の
朝
鮮
半
島
で
は
三
浦
（
齋
浦
・
富
山
浦
・
塩
浦
）

と
呼
ば
れ
る
港
に
日
本
人
の
居
住
が
認
め
ら
れ
、
十
五
世
紀
末
に
は
約

三
千
人
の
日
本
人
が
居
住
し
て
い
た
と
い
う

（
（（
（

。

　

そ
う
い
う
点
で
は
、
日
本
と
大
陸
と
の
人
的
・
文
化
的
交
流
が
あ
っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
と
考
え
る
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

少
な
く
と
も
十
七
世
紀
半
ば
の
鎖
国
以
降
は
、
ア
イ
ヌ
を
除
け
ば
日
本

列
島
の
住
民
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
語
を
話
す
人
た
ち
で
あ
り
、
ま
た
日

本
語
を
話
す
人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
列
島
に
住
ん
で
い
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
鎖
国
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
外
国
人
が
日
本
に
や
っ
て
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来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
日
本
人
が
移
民
な
ど
の
形
で
外

国
に
移
動
し
た
が
、
そ
の
影
響
も
限
定
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
日

本
は
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
台
湾
を
、
一
九
一
〇
年
か
ら

一
九
四
五
年
ま
で
は
朝
鮮
を
植
民
地
と
し
て
支
配
し
、
そ
の
結
果
と
し
て

朝
鮮
人
の
強
制
連
行
、
あ
る
い
は
日
本
人
の
移
住
な
ど
、
不
幸
な
形
で
の

相
互
の
交
流
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
、
移
動
し
た
人
数
の
点
で
も
、
継
続

し
た
期
間
の
点
で
も
、
後
述
す
る
ド
イ
ツ
の
場
合
と
比
べ
る
と
き
わ
め
て

限
定
的
で
あ
る
。

　

一
方
、
ド
イ
ツ
人
に
注
目
す
る
と
、
た
と
え
ば
現
在
の
チ
ェ
コ
共
和
国

の
ズ
デ
ー
デ
ン
地
方
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
は
約
三
〇
〇
万
人
の
ド

イ
ツ
人
が
住
ん
で
い
た
。
大
戦
後
、
彼
ら
は
追
放
さ
れ
て
ド
イ
ツ
に
引
き

上
げ
て
来
た
が
、
こ
れ
は
朝
鮮
や
台
湾
か
ら
の
日
本
人
の
引
き
上
げ
と
は
、

い
さ
さ
か
事
情
が
異
な
る
。
彼
ら
は
、
鉱
山
開
発
な
ど
の
た
め
に
古
く
は

十
一
世
紀
か
ら
移
住
し
て
来
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
在
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
共
和
国
の
シ
レ
ジ
ア
地
方
に
住
ん
で
い
た
約
八
〇
〇
万
人
の
ド
イ

ツ
人
た
ち
も
第
二
次
大
戦
後
ド
イ
ツ
に
追
放
さ
れ
た
が
、
彼
ら
が
こ
の
地

方
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
三
世
紀
以
降
に
開
発
の
た
め
に
ド
イ
ツ

人
が
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
十
八
世
紀
に
プ
ロ
イ
セ
ン
の
領

土
と
な
っ
て
か
ら
加
速
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
現
在

の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
陸
続
き
の
土
地
で
あ
る
。
現
在
ロ
シ
ア
連
邦
の

領
土
で
あ
る
東
プ
ロ
イ
セ
ン
地
方
に
は
、
約
二
〇
〇
万
人
の
ド
イ
ツ
人
が

住
ん
で
い
た
が
、
そ
こ
に
ド
イ
ツ
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
三
世

紀
に
ド
イ
ツ
騎
士
団
が
入
植
し
て
か
ら
で
あ
っ
た

（
（（
（

。

　

現
在
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
以
外
の
土
地
に
ド
イ
ツ
人
が
住
む
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
十
一
世
紀
や
十
三
世
紀
以
来
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
に

も
先
住
民
が
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
は
先
住
民
と
ド
イ
ツ
人
の

間
に
数
百
年
に
わ
た
る
文
化
的
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
人
と
日
本
人
で
は
、
歴
史
的
に
も
他
民
族
と
の
交
流
の

程
度
が
大
き
く
異
な
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
言
語
の
系
統
の
問
題
で
あ
る
。
日
本
語
は
、
た

と
え
ば
朝
鮮
語
や
モ
ン
ゴ
ル
語
と
は
共
通
点
が
多
い
と
い
わ
れ
る
が
、
日

本
語
と
明
確
な
系
統
関
係
に
あ
る
言
語
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い

（
（（
（

。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
多
く
の
種
類
の
言
語
が
分
布
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
言
語
は
互
い
に
完
全
に
無
関
係
で
は
な
い
。
マ

ジ
ャ
ー
ル
語
・
フ
ィ
ン
語
・
バ
ス
ク
語
な
ど
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
言
語
に

は
系
統
関
係
が
あ
り
、
さ
ら
に
ペ
ル
シ
ア
語
や
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

な
ど
と
も
系
統
関
係
が
あ
る
こ
と
が
十
九
世
紀
後
半
に
は
証
明
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る

（
（（
（

。
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
広
い
地
域

に
分
布
す
る
言
語
の
多
く
が
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
と
し
て
系
統
関

係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
言
語
は
単
に
同
じ
系
統
に
あ

る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
英
語
と
ド
イ
ツ
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
と

ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
は
ゲ
ル
マ
ン
語
派
と
し
て
近
い
関
係
に
あ
り
、
ロ
シ
ア
語

や
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
や
チ
ェ
コ
語
は
ス
ラ
ブ
語
派
を
形
成
す
る
と
い
う
よ
う

に
、
言
語
の
系
統
関
係
に
も
親
疎
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
研
究
が

は
な
ば
な
し
く
展
開
さ
れ
た
時
代
に
、
口
承
文
芸
に
つ
い
て
も
系
統
関
係

が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
推
測
が
生
ま
れ
た
の
も
、
き
わ
め
て
自
然
で
あ
っ
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た
ろ
う
。

　

国
ご
と
に
タ
イ
プ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
作
り
、
次
に
そ
れ
ら
を
総
合
し
た

国
際
的
な
タ
イ
プ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
作
り
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
相
互
に

比
較
す
る
と
い
う
手
法
は
、
上
記
の
よ
う
な
、
一
つ
の
国
家
の
中
に
い
く

つ
も
の
言
語
が
共
存
し
、
一
つ
の
言
語
を
話
す
人
た
ち
が
陸
続
き
の
複
数

の
国
に
ま
た
が
っ
て
居
住
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
言
語
の
系
統
関
係
が
証

明
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
の
下
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
に
つ
い
て
辞
書
を
作
り
、

そ
れ
ら
を
相
互
に
比
較
し
て
系
統
関
係
を
推
測
す
る
作
業
に
似
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
類
似
し
た
昔
話
は
特
定
の
時
代
に
特
定
の
土
地
で
発

生
し
た
も
の
が
伝
播
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
発
想
も
、
ま
ず
印
欧
祖
語

と
い
う
も
と
と
な
る
言
語
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
が
派
生

し
た
と
い
う
考
え
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

昔
話
の
国
際
比
較
と
い
う
発
想
は
、
陸
続
き
の
土
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
言

語
を
話
す
人
た
ち
が
散
在
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
言
語
相
互
に
系
統
関
係

が
あ
る
と
い
う
状
況
に
お
い
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
そ
の

ま
ま
日
本
に
対
し
て
適
用
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

で
は
、
国
際
比
較
に
は
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し

た
う
え
で
、
日
本
に
お
い
て
昔
話
の
国
際
比
較
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
三
つ
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

一
つ
は
、
分
布
、
文
献
資
料
を
詳
細
に
分
析
し
て
、
そ
の
伝
播
経
路
な

ど
を
具
体
的
に
裏
付
け
る
と
い
う
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
手
法
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
櫻
井
美
紀
や
高
橋
宣
勝
に
よ
る
「
大
工
と
鬼
六
」
の
研
究

（
（（
（

や
、

や
は
り
櫻
井
美
紀
に
よ
る
「
味
噌
買
橋
」
の
研
究

（
（（
（

は
、
そ
う
し
た
成
功
例

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
研
究
が
伝
播
経
路
や
そ
の
時
期
を
詳
し
く
究
明
で

き
た
の
は
、
日
本
へ
の
伝
播
が
明
治
以
後
と
い
う
比
較
的
新
し
い
時
期

だ
っ
た
こ
と
と
日
本
に
お
け
る
採
話
例
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と

思
わ
れ
る
が
、
今
後
も
大
い
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
分
野
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
日
本
の
周
辺
地
域
と
の
比
較
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究

と
し
て
は
、
た
と
え
ば
伊
藤
清
司
に
よ
る
一
連
の
研
究
を
あ
げ
る
こ
と
が

出
来
る

（
（（
（

。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
伝
播
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
る

時
期
が
あ
ま
り
に
遠
い
過
去
の
こ
と
な
の
で
、
伝
播
経
路
や
そ
の
時
期
を

具
体
的
に
突
き
止
め
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
考
古
学
や
形
質

人
類
学
の
成
果
を
活
用
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
昔
話
な
ど
を
手
か
が
り

に
し
て
文
化
全
般
の
伝
播
や
民
族
の
移
動
を
推
測
す
る
こ
と
は
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
日
本
や
周
辺
地
域
で
の
採
話
例
が
た
い
へ
ん
多
い
も
の
（
た

と
え
ば
、
異
類
婚
姻
譚
な
ど
）
を
扱
っ
た
場
合
、
目
を
通
す
必
要
の
あ
る

資
料
が
膨
大
に
な
る
と
い
う
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
加
え
て
、
分
析
の
精

度
を
高
め
る
た
め
に
は
資
料
に
作
為
が
加
え
ら
れ
て
な
い
か
、
資
料
の
信

頼
性
を
調
査
す
る
必
要
が
生
じ
る
が
、
外
国
語
で
書
か
れ
た
資
料
に
つ
い

て
資
料
の
信
頼
性
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま

た
、
社
会
制
度
や
儀
礼
な
ど
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
も
の
（
た
と
え
ば
、

制
度
や
儀
礼
の
起
源
説
話
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
伝
播
な
の
か
単
独
発
生

な
の
か
と
い
う
疑
念
が
常
に
付
き
ま
と
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
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憶
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
柳
田
が
一
国
民
俗
学
を
主
張
し
て
国
際
比
較
に
禁

欲
的
な
態
度
を
と
っ
た
の
は
、
手
を
広
げ
過
ぎ
て
上
記
の
よ
う
な
混
乱
状

態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
の
意
味
は
、
昔
話
を
社
会
的
背
景
や
歴
史
的
背
景
か
ら
解
釈
す
る

際
に
陥
り
や
す
い
思
い
込
み
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
可
能
性
が
増
す
こ
と
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
現
在
で
は
、「
大
工
と
鬼
六
」
か
ら
精
霊
の
名
前
の

言
霊
的
な
力
や
橋
を
架
け
る
こ
と
の
霊
的
な
意
味
を
単
純
に
引
き
出
し
て

論
じ
る
こ
と
は
も
は
や
出
来
な
い
し
、「
味
噌
買
橋
」
に
橋
占
習
俗
の
反

映
を
見
る
こ
と
も
説
得
力
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
る
。
類
似
の
昔
話
が
日

本
以
外
に
分
布
す
る
こ
と
を
知
る
こ
と
は
、
あ
る
昔
話
を
取
り
上
げ
て
、

そ
こ
に
安
易
に
固
有
信
仰
の
断
片
や
社
会
的
な
習
俗
の
な
ご
り
を
見
出
す

こ
と
の
危
険
性
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

消
極
的
な
意
義
し
か
持
た
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
研
究
者
が
独
善
に
陥

ら
な
い
た
め
の
た
い
へ
ん
重
要
な
視
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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